
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田
沼
意
次
侯
の
生
誕
３
０
０
年
を
契
機
と
し
て
、
功
績
の
顕
彰
や
市
民
の

誇
り
の
醸
成
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
８
月 

 

日
か
ら
始
め
た

「
田
沼
意
次
侯
銅
像
募
金
」
が
３
０
０
万
円
を
超
え
ま
し
た
。 

 

募
金
件
数
は
、
団
体
・
個
人
合
わ
せ
て
１
４
５
件
と
な
り
、
多
く
の
方
々

に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

目
標
金
額
の
１
０
０
０
万
円
ま
で
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
お
力
添
え
が
必

要
で
す
。「
田
沼
再
興
」
の
象
徴
・
聖
地
と
し
て
、
全
国
初
と
な
る
意
次
侯
銅

像
建
立
に
向
け
、
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！ 

2020 年（令和２年） 

3 月2 日 月曜日 

第 ９ 号 

発 行：田沼意次侯生誕 300 年記念事業実行委員会 

〒421-0592 静岡県牧之原市相良 275（市観光課内） 

電 話：0548-53-2623   ＦＡＸ：0548-52-3772 

E-mail：sangyo@city.makinohara.shizuoka.jp 

田沼氏に関する情報をこちらまでお寄せください 
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「田 沼 意 次 侯 銅 像 募 金 」 
募金総額 3,000,000 円に到達 

市
内
外
か
ら
募
金
寄
せ
ら
れ
る 

さ
ら
に
機
運
高
め
早
期
建
立
目
指
す 

１ 銅像の設置場所 
牧之原市史料館前「相良城趾石碑」横 ※相良城本丸跡 

 
２ 募金の目標額  1,000 万円 
 
３ 銅像完成予定  令和４年 10月 
 
４ 募金の受付期間 
  令和元年８月 26日～令和４年３月 31日 
  
 
５ 募金金額  3,000円～（返礼品の冊子を進呈） 
        少額の募金は、募金箱にて対応します。 
 
６ 募金受付方法 
（１）現金 
 ■募金箱による募金 
  牧之原市役所榛原庁舎、牧之原市役所相良庁舎、 
  牧之原市史料館、さがら子生れ温泉会館、牧之原市物産ｾﾝﾀｰ 
 
 ■持参する場合 
  ・田沼意次侯銅像募金事務局（牧之原市役所観光課） 
    受付時間 平日 8:15～17:00 
  ・牧之原市史料館 ※月曜、祝日の翌日は休館日 
    受付時間 9:00～16:00 
 
（２）口座振込  
 ■島田掛川信用金庫  

相良支店 普通 0467262 田沼意次侯銅像募金 
 

 ■ゆうちょ銀行 ※振込手数料はご負担願います。 
   支店名 089 口座番号 0217886 田沼意次侯銅像募金 

赤堀 万里子 様（静岡県牧之原市）、朝生町内会 様（静岡県牧之原市）、石神 齊 様（静岡県牧之原市）、一木 克美 様
（静岡県牧之原市）、今井 一光 様（静岡県牧之原市）、大関 裕巳 様（静岡県牧之原市）、奥山 千恵 様（静岡県牧之原
市）、小澤 昌通 様（静岡県浜松市）、織田 澄夫 様（静岡県島田市）、小柳津 敏法 様（静岡県牧之原市）、各務 博俊 様
（静岡県藤枝市）、片桐 将紀 様（東京都渋谷区）、片山 保雄 様（静岡県島田市）、勝間下町内会 様（静岡県牧之原市）、
金子 俊明 様（静岡県牧之原市）、神谷 文康 様（静岡県牧之原市）、北島 克己 様（静岡県牧之原市）、紅林園 様（静岡
県牧之原市）、榑林 初夫 様（静岡県牧之原市）、紅林 まゆみ 様（静岡県牧之原市）、五大産業㈲ 様（静岡県牧之原市）、
小山 和代 様（静岡県牧之原市）、小山 平太郎 様（静岡県牧之原市）、櫻井 真弓 様（静岡県牧之原市）、笹野井 昌子 様
（静岡県御前崎市）、㈱静岡銀行 相良支店 様（静岡県牧之原市）、㈱静岡銀行 榛原支店 様（静岡県牧之原市）、芝田 祥
邦 様（静岡県牧之原市）、島田掛川信用金庫 様（静岡県掛川市）、白川電気土木㈱ 様（愛知県名古屋市）、榛葉 伸吾 様
（静岡県牧之原市）、水道 直人(匿名) 様（静岡県牧之原市）、鈴木 健二郎 様（静岡県静岡市）、鈴木 信也 様（静岡県牧
之原市）、スルガ銀行㈱ 様（静岡県沼津市）、太栄華会 様（静岡県牧之原市）、大平薬局 様（静岡県牧之原市）、高橋 良
江 様（静岡県牧之原市）、辻村 美吉 様（静岡県吉田町）、寺井 ゆみ 様（静岡県牧之原市）、内藤 登 様（静岡県袋井
市）、永井 常夫 様（静岡県島田市）、永田 初穂 様（静岡県吉田町）、中村 成宏 様（静岡県吉田町）、名波 義晴 様（静
岡県牧之原市）、西谷 まゆみ 様（静岡県藤枝市）、仁藤 圭 様（静岡県島田市）、ハイナン農業協同組合 様（静岡県牧
之原市）、平井 雅子 様（静岡県牧之原市）、藤波 惟司 様（静岡県浜松市）、㈱牧南社 様（静岡県牧之原市）、星 泰雄 様
（静岡県牧之原市）、牧之原プロレス 様（静岡県牧之原市）、増田 勝彦 様（静岡県焼津市）、増田 立義 様（静岡県牧之
原市）、増田 透 様（静岡県焼津市）、松林 力 様（静岡県御前崎市）、マルダイ海藻㈲ 様（静岡県牧之原市）、本杉 芳
郎 様（静岡県牧之原市）、森川 さよ 様（静岡県牧之原市）、森田 明 様（静岡県牧之原市）、森田 定 様（静岡県牧之
原市）、矢崎部品㈱榛原事業所 様（静岡県牧之原市）、矢部 竹雄 様（愛知県岡崎市）、山﨑 尚子 様（静岡県浜松市）、
山崎 弘 様（静岡県牧之原市）、㈲ヤマス 様（静岡県牧之原市）、山田 泰巳 様（静岡県吉田町）、山本 真理 様（静岡
県牧之原市）、横山 裕之 様（静岡県牧之原市）、吉住 幸子 様（静岡県牧之原市）、竜眼短歌部 様（静岡県牧之原市）、
渡辺 郁子 様（岡山県岡山市） 

田沼意次侯 
ＰＲキャラクター 

意次くん 

ご
支
援
、
よ
ろ
し
く 

 
 

お
願
い
し
ま
す
！ 

＜12/16から 2/28までに募金いただいた皆様＞ ご支援、ありがとうございます！  ※五十音順 

 ※12/12までに募金いただいた方は、「意次通信第８号」に掲載しています。 

mailto:sangyo@city.makinohara.shizuoka.jp


「田
沼
意
次
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」開
催 

功
績
偲
び
旧
城
下
町
を
力
走 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田沼意次侯銅像募金 目標金額：1,000 万円 

2/28 時点の募金総額：3,037,221 円 

多くの皆様のご支援、ご協力をお願いいたします！ 

募金総額の状況など、 

意次侯に関する 

情報はこちらから！ 

https://www.city.makinohara.shizuoka.jp/site/kanko/7481.html 
http://okitsugu.com/ 

 

２
月
９
日
、
「
第 

 

回
牧
之
原
市
田
沼
意
次
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
市
役
所
相
良
庁

舎
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
意
次
侯
の
生
誕
３
０
０
年
記
念
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
、
過
去
最
高
と
な
る
１
４
１
４
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
健
脚
を
競
い
ま

し
た
。 

 

市
内
外
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
２
．
２
㌔
、
５
㌔
、 

㌔
の
３
部
門
に
分
か

れ
て
、
タ
イ
ム
を
争
い
ま
し
た
。 

 

コ
ス
プ
レ
を
し
て
走
る
ラ
ン
ナ
ー
も
い
て
、
冬
晴
れ
の
空
の
下
、
旧
城
下
町
を
楽

し
み
な
が
ら
走
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
に
は
、
意
次
侯
の
生
誕
３
０
０
年
の
記
念
タ
オ
ル
が
配
ら
れ
ま
し
た
。 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で 

紙
芝
居
「
田
沼
意
次
物
語
」
披
露 

 

榛
原
高
校
美
術
部
の
生
徒
と
市

民
有
志
が
田
沼
意
次
侯
の
生
誕
３

０
０
年
を
記
念
し
て
制
作
し
た
大

型
紙
芝
居
「
田
沼
意
次
物
語
」
を
、

図
書
館
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
お
は
な
し
パ
レ
ッ
ト
」
が
静

波
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
上
演

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

意
次
侯
の
人
物
像
や
功
績
を
若

い
世
代
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
で
、

３
月
末
ま
で
に
、
市
内 

 

カ
所
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
上
演
し
ま

す
。 
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「田沼意次侯銅像募金」 

深イイ話① 

11 

ある日、背の高い年配の紳士が、牧之原市史料館に
銅像募金を持って訪れました。 
後日、担当者がお礼にご自宅を訪問すると、募金の

理由など、想いを語ってくれました。 
「私の先祖は元々農家の長男でしたが、一生懸命勉

強をして、武士として田沼家に取り立てられました」。 
「算術に長けていたので、勘定方として重用され、明治

維新まで田沼家に仕えました」。 
「田沼家は明治維新で一旦、千葉県の富津市に領

地替えとなりましたが、先祖もそれに付き従い、廃藩置県
で藩がなくなると故郷に戻ってきました。」 
「今の私たちが幸せに暮らしていられるのも、先祖が田

沼家にお仕えすることができ、引き立ててくれたからだと思
っています」。 
「銅像建立のために募金を集めていると新聞で知り、こ

れまでの恩返しをしたいと思い、募金しました。ぜひ、意次
侯の名誉回復のために、立派な銅像を建ててください」。 
担当者は目頭が熱くなりました。そして、意次侯の汚名

払拭・名誉回復を果たすのは、田沼ゆかりの地に住む、
牧之原市民の使命だと感じました。 
 
人それぞれの想いを胸に、今日も明日も“前へ、前へ” 


